
 
 
 

ＰＥＮ樹脂製食器について 
 
 

平成１５年度以降の新設校（博多小，姪北小，照葉小・中）については，見た目が家庭の食器に

近いことから好ましいということで，強化磁器食器を導入したが，その後，既存の小学校について

は，平成２１年度にアルマイト食器からＰＥＮ樹脂食器に変更したところである。 
 

 

 
 

・ ＰＥＮ樹脂製食器は重さが 40 人分で 12kg と比較的軽量である。一方で強化磁器食器は重さ 

が 27kg とＰＥＮ樹脂製食器のおよそ 2.25 倍もあり，子ども達の運搬や配膳の作業に労力を伴

う。 

・ ＰＥＮ樹脂製食器は平成 21 年度から市内 140 の小学校で使用しているが，破損がほとんど生

じず，取扱が容易である。（年間で全校を通じ 10 個程度の破損） 強化磁器食器については，食

器の材料にアルミナ（酸化アルミニウム）を配合することにより，軽量化を図りながら強度を高

めているものの，年間で 10％程度の食器が破損している。また，破損した破片が鋭利となるなど，

子ども達による取扱には注意を要する。 
 
 

 

 

 

 
 

 ・ 平成１３年にＰＥＮ樹脂製食器発売。 

 ・ 政令指定都市のうち，計８市で最長１０年程度の使用実績をもつ。 
 

樹脂製食器については，各樹脂素材によりそれぞれ特性があるが，ＰＥＮ樹脂製食器を選定する

にあたっては，子どもたちにとっての安全・安心を重視した。 

ＰＥＮ樹脂食器の特長は下記のとおりとなっている。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
  

・ 熱いものでも持って食べることができる。 

・ 見た目には強化磁器食器には劣るが，家庭の食器に近く，子どもたちにも好評である。 

・ 見た目に美味しく感じ，食欲が進み，残滓率の低下に貢献している。 

 

① 子ども達にとっての使いやすさ 

特長１．食器の原料に環境ホルモンや発がん性のある有害物質を使用していない。 

 
特長２．食器の強化等に使用される添加剤を一切使用していない。 

 
特長３．食器の表面に塗装を施していないため，塗料の溶出や剥がれがない。 

特長４．厚生労働省登録検査機関などによる客観的な評価において全く問題がない。 

 

○ ＰＥＮ樹脂製食器は重さが強化磁器食器の半分以下で，比較的軽量である。 

○ ＰＥＮ樹脂製食器は割れや掛けがほとんど生じず，取扱が安全である。 

② 子ども達にとっての安全・安心 

※ ＰＥＮ樹脂製食器の，安全性が必要とされる容器への使用用途 

食品分野では，加熱殺菌できることから，ジャムやゼリーなどの容器に使用されている。 

医療分野では全身麻酔薬の容器として使用されている。 

  海外においては，デンマークやノルウェー，ドイツやブラジルなどでビールや炭酸水用に加熱洗

浄して繰り返し使えるリターナブル容器として使用されている。 

③ 本市小学校への導入後の状況 
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